
施策４-８-１ スポーツのまちづくりの推進

施策４-８-１ スポーツのまちづくりの推進

直接目標

スポーツを身近に感じ、楽しむ市民を増やす

主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期
間における目標値 

第２期実施計画期
間における目標値 

第３期実施計画期
間における目標値 

週１回以上のスポー
ツ実施率 
（市民アンケート） 

34.8%
（平成２７年度） 

36%以上
（平成２９年度） 

38%以上
（平成３３年度） 

40%以上
（平成３７年度） 

年１回以上の直接観
戦率 
（市民アンケート） 

30.4%
（平成２７年度）

31%以上
（平成２９年度） 

33%以上
（平成３３年度） 

35%以上
（平成３７年度） 

スポーツを支える活
動に年１回以上参加
した人の割合 
（市民アンケート） 

5.7%
（平成２７年度）

6%以上
（平成２９年度） 

8%以上
（平成３３年度） 

10%以上
（平成３７年度） 

スポーツセンター等
施設利用者数 
（市民・こども局調べ） 

2,618,847人
（平成２６年度） 

263 万人以上
（平成２９年度） 

276 万人以上
（平成３３年度） 

276 万人以上
（平成３７年度） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○市民スポーツ推

進事業

●市民大会等各種スポー
ツ大会の開催 
（H26 開催回数：53回） 

●市内の企業等が所有す
るスポーツ施設の開放事
業の実施（5施設） 

●スポーツ関係団体等と
協働・連携した取組の推
進 

●市民大会等各種スポー
ツ大会の開催 
（開催回数：53回以上） 

●市内の企業等が所有す
るスポーツ施設の開放事
業の実施 

●スポーツ関係団体等と
協働・連携したスポーツ
活動への市民の参加促進 

事業推進 

○地域スポーツ推
進事業 

●スポーツ推進委員によ
る地域スポーツ活動の支
援 

●同じ地域の住民が会員
となって自主的に運営す
る総合型地域スポーツク
ラブの活動・設立支援 
（H27 10 クラブ） 

●スポーツ推進委員によ
る地域スポーツ活動の支
援 

●同じ地域の住民が会員
となって自主的に運営す
る総合型地域スポーツク
ラブの活動・設立支援 

事業推進 

○競技スポーツ大
会開催・支援事業 

●国際陸上競技大会（ゴ
ールデングランプリ川
崎）の誘致・開催 
（H27 入場者数 
          ：16,000 人） 

●多摩川マラソンや多摩
川リバーサイド駅伝など
多摩川を活用したスポー
ツ大会等の開催 

●国際トランポリンジャ
パンオープンの開催 

●国際陸上競技大会（ゴ
ールデングランプリ川
崎）の誘致・開催 
（入場者数 
       ：18,000 人以上） 

●多摩川マラソンや多摩
川リバーサイド駅伝など
多摩川を活用したスポー
ツ大会等の開催 

●国際トランポリンジャ
パンオープンの開催 

●国際陸上競技大会（ゴ
ールデングランプリ川
崎）の誘致・開催 
（入場者数 
       ：21,000 人以上） 

●多摩川マラソンや多摩
川リバーサイド駅伝など
多摩川を活用したスポー
ツ大会等の開催 

●国際大会の開催に向け 
た検討 

市民がスポーツに参
加する機会を増やし、
元気に楽しめる環境
づくりを進めます。 

スポーツを通し仲間と
ふれあい、地域での交
流が楽しめるよう、地
域活動の支援や総合
型地域スポーツクラブ
の育成を支援します。 

国際大会等の開催や
競技スポーツ活動の
支援を通じ、市民がス
ポーツを観る、支える
楽しみを感じ、自らも
スポーツに参加する取
組を進めます。 



施策４-８-１ スポーツのまちづくりの推進

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○ホームタウンス
ポーツ推進事業 

●かわさきスポーツパー
トナー等との協働・連携
による本市の魅力発信 

・かわさきスポーツパ
ートナー等によるふ
れあいスポーツ教室
の開催 
（H26 開催回数 
           ：36 回） 
・ホームゲーム等や市
内で行われる公式戦
の開催支援及び市民
招待の実施 
（H26 招待者数 
          ：666 人） 
・かわさきスポーツパ
ートナー等による地
域イベントへの参加、
地域貢献活動の実施 
・市広報媒体の活用等
を通じたかわさきス
ポーツパートナー等
のＰＲ実施 

●Ｊリーグクラブと連携
した魅力ある地域づくり
の推進 

・川崎フロンターレ後
援会との連携による
市民認知度向上の取
組の推進 
・川崎フロンターレと
連携した市制記念試
合への市民招待の実
施（H27招待者数 
        ：2,000 人） 
・川崎フロンターレに
よる小・中学校等での
巡回サッカー教室の
実施 
（H26 開催回数 
      ：118回） 
・川崎フロンターレに
よる地域イベントへ
の参加、地域貢献活動
の実施 

●アメリカンフットボー
ルを活用したまちづくり
の推進 
・「アメリカンフットボ
ールを活用したまちづ
くり連絡調整会議」と
の連携による市民認知
度向上の取組の推進 
・競技普及を目的とし
た選手やチアリーダー
の地域イベントへの参
加 
・「アメフト×商店街」
など、商店街と協働し
て行うイベントの実施 
・Ｘリーグ等の公式戦
への市民招待の実施 
（H26 招待者数 
   ：1,191 人以上） 
・フラッグフットボー
ル等の普及に向けた巡
回教室、大会の開催 

●かわさきスポーツパー
トナー等との協働・連携
による本市の魅力発信 

・かわさきスポーツパ
ートナー等によるふ
れあいスポーツ教室
の開催 
（開催回数 
         ：36回以上） 
・ホームゲーム等や市
内で行われる公式戦
の開催支援及び市民
招待の実施 
（招待者数 
   ：670 人以上） 
・かわさきスポーツパ
ートナー等による地
域イベントへの参加、
地域貢献活動の実施 
・市広報媒体の活用等
を通じたかわさきス
ポーツパートナー等
のＰＲ実施 

●Ｊリーグクラブと連携
した魅力ある地域づくり
の推進 

・川崎フロンターレ後
援会との連携による
市民認知度向上の取
組の推進 
・川崎フロンターレと
連携した市制記念試
合への市民招待の実
施（招待者数 
         ：2,000 人） 
・川崎フロンターレに
よる小・中学校等での
巡回サッカー教室の
実施 
（開催回数 
    ：120回以上） 
・川崎フロンターレに
よる地域イベントへ
の参加、地域貢献活動
の実施 

●アメリカンフットボー
ルを活用したまちづくり
の推進 
・「アメリカンフットボ
ールを活用したまちづ
くり連絡調整会議」と
の連携による市民認知
度向上の取組の推進 
・競技普及を目的とし
た選手やチアリーダー
の地域イベントへの参
加 
・「アメフト×商店街」
など、商店街と協働し
て行うイベントの実施
・Ｘリーグ等の公式戦
への市民招待の実施 
（招待者数 
   ：1,200 人以上）
・フラッグフットボー
ル等の普及に向けた巡
回教室、大会の開催

事業推進 

本市をホームタウンと
して活躍するトップチ
ームやトップアスリート
をかわさきスポーツパ
ートナーに認定するな
ど、多様な主体と協
働・連携しながらスポ
ーツを通して本市の魅
力・活力を高めるまち
づくりを進めます。 



事務事業名 

現状 事業内容・目標

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○スポーツセンタ
ー等管理運営事業 

●スポーツセンター等の
体育室・トレーニング室
などの利用提供の推進 

●生涯スポーツの推進に
向けたスポーツ教室及び
イベント等の実施 

●施設の長寿命化に向け
た修繕計画の検討・策定 

●スポーツセンター等の
体育室・トレーニング室
などの利用提供の推進 

●生涯スポーツの推進に
向けたスポーツ教室及び
イベント等の実施 

●施設の長寿命化に向け
た修繕計画に基づく工事
の実施 

●等々力緑地へのパーク
マネジメント導入による
とどろきアリーナと他施
設等との連携 

○スポーツ・文化総
合センター整備・運
営事業 

●ＰＦＩ法に基づく事業
の推進 

・基本設計及び実施設
計 
・既存施設の解体工事 

・新築工事の着手・・・

●スポーツ・文化総合セ
ンターの整備推進 

●スポーツ・文化総合セ
ンターの完成・供用開始 

事業推進 

○東京オリンピッ
ク・パラリンピック
推進事業 

●「かわさきパラムーブ
メント推進ビジョン」の
策定 

●ＪＯＣ（日本オリンピ
ック委員会）パートナー
都市協定の締結とトップ
アスリートの就職を支援
するアスナビなどＪＯＣ
と連携した取組の実施 

●事前キャンプの受け入
れに向けた調整 

●団体・企業・有識者な
ど多様な主体の協働によ
り取組を進めていく場と
しての「かわさきパラム
ーブメント推進フォーラ
ム」の設置 

●アスリートの活動場所
や出場機会の充実に向け
た調整 

●大会開催のスケジュー
ルに応じた推進ビジョン
の改定 

●ＪＯＣパートナー都市
協定に基づく取組の推進 

●事前キャンプの受け入
れに向けた取組の推進 

●「かわさきパラムーブ
メント推進フォーラム」
の運営と多様な主体の連
携によるプロジェクトの
企画実施 

●障害者スポーツ体験講
座の実施やアスリートの
活動場所や出場機会の充
実など、「かわさきパラム
ーブメント」普及に向け
た各種イベントや事業の
実施 

●大会開催とその後のま
ちづくりに向けた多言語
対応など、さまざまな分
野における取組の調整 

●東京 2020 オリンピッ
ク・パラリンピックの開
催（H32） 

●大会開催後のレガシー
の形成 

市民の心身の健全な
発達やスポーツの普
及に向け、スポーツセ
ンター等の運営を通じ
て、身近な場所でスポ
ーツに親しめる環境づ
くりに取り組みます。 

富士見公園の整備に
合わせ、都心にふさわ
しいスポーツ・文化・レ
クリエーション活動の
拠点機能の強化を図
るため、「スポーツ・文
化総合センター」の整
備を推進します。 

東京２０２０オリンピッ
ク・パラリンピックの開
催に向けて、大会運営
支援をはじめ、大会を
契機として本市への愛
着を育み、誰もが暮ら
しやすいまちづくりに
つながる「かわさきパ
ラムーブメント」の取組
を推進します。 



施策４-８-２ 市民の文化芸術活動の振興

施策４-８-２ 市民の文化芸術活動の振興

直接目標

市内の文化芸術活動を推進し、一層市民に身近なものにする

主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期
間における目標値 

第２期実施計画期
間における目標値 

第３期実施計画期
間における目標値 

主要文化施設の入場
者数 
（市民・こども局調べ）

1,269,188 人
（平成２６年度） 

135.6 万人以上
（平成２９年度） 

140.5 万人以上
（平成３３年度） 

140.5 万人以上
（平成３７年度） 

年１回以上文化芸術
活動をする人の割合 
（市民アンケート） 

14.6%
（平成２７年度） 

16%以上
（平成２９年度） 

18%以上
（平成３３年度） 

20%以上
（平成３７年度） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○市民文化活動支
援事業 

●文化財団をはじめとす
る文化団体等と協働・連
携した文化芸術に関する
鑑賞・普及事業の取組の
推進 

●市文化賞等の受賞者の
選考及び贈呈式の開催 

●ラゾーナ川崎プラザソ
ルなど各種文化施設の運
営支援と施設の計画的な
維持・補修の実施

●小黒恵子童謡記念館の
再開に向けた検討 

●川崎・しんゆり芸術祭
（アルテリッカしんゆ
り）の開催支援 
（H26 参加者数 
           ：26,500 人） 

●かわさき市民第九コン
サートやプラチナファッ
ションショーの開催 
（H26 市民第九コンサー
ト参加者数：2,065 人）

●地名に関する市民講座
や調査・研究の実施 

●文化財団をはじめとす
る文化団体等と協働・連
携した文化芸術に関する
鑑賞・普及事業の取組の
推進 

●市文化賞等の受賞者の
選考及び贈呈式の開催 

●ラゾーナ川崎プラザソ
ルなど各種文化施設の運
営支援と施設の計画的な
維持・補修の実施 

●小黒恵子童謡記念館の
整備、耐震等工事の実施 

●川崎・しんゆり芸術祭
（アルテリッカしんゆ
り）の開催支援 
（参加者数 
    ：26,600 人以上）

●かわさき市民第九コン
サートやプラチナファッ
ションショーの開催 
（市民第九コンサート参
加者数：2,000 人以上）

●地名に関する市民講座
や調査・研究の実施 

●小黒恵子童謡記念館の
リニューアルオープン 

事業推進 

○文化財保護・活用
事業 

●「文化財保護活用計画」
に基づく文化財の調査・
保護・活用事業の推進 

●指定文化財の保存修理
等の実施 

●文化財ボランティアの
育成・確保 
（H26 ボランティアが参
加した事業数：13） 

●埋蔵文化財の発掘調査
等の実施 

●「文化財保護活用計画」
に基づく文化財の調査・
保護・活用事業の推進 

●指定文化財の保存・修
理等の実施 

●文化財ボランティアの
育成・確保 
（ボランティアが参加し
た事業数：15以上） 

●埋蔵文化財の発掘調査
等の実施 

事業推進 

市民の参加と文化芸
術活動を行う団体等と
の協働・連携により、
誰もが手軽に文化芸
術にふれ、より多くの
市民が文化芸術の楽
しさを享受し、本市に
愛着と誇りを持ち、創
造的で人間らしく感性
豊かに暮らせる地域
づくりを進めます。 

市民の郷土に対する
認識を深め、地域の
人々の心のよりどころ
として、文化の向上と
発展に貢献するため、
歴史の営みの中で、
自然環境や社会・生
活を反映しながら、育
まれ、継承されてきた
文化財の適切な保存
と活用を進めます。 



施策４-８-２ 市民の文化芸術活動の振興

事務事業名 

現状 事業内容・目標

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○東海道かわさき
宿交流館管理運営
事業 

●東海道川崎宿の歴史・
民俗資料等の展示 
（H26 利用人数 
     ：49,260 人）

●東海道川崎宿に関する
地域活動の支援や地域交
流拠点としての取組の推
進 

●東海道川崎宿の歴史・
民俗資料等の展示 
（利用人数 
       ：50,000 人以上）

●東海道川崎宿に関する
地域活動の支援や地域交 
流拠点としての取組の推
進 

事業推進 

○市民ミュージア
ム管理運営事業 

●漫画・アニメ・映像・
写真など、館の特徴を活
かした展覧会の開催 
（H26 利用人数 
     ：133,954 人） 

●ホームページやＳＮＳ
を活用した情報発信の更
なる強化に向けた取組の
推進 

●文化芸術人材の交流の
場の形成・活動機会の創
出 

●館運営に民間のノウハ
ウを活かすため指定管理
者制度導入の検討 

●施設の長寿命化に向け 
た取組の推進 

●漫画・アニメ・映像・
写真など、館の特徴を活
かした展覧会の開催 
（利用人数 
      ：191,000 人以上） 

●ホームページやＳＮＳ
を活用した情報発信の更
なる強化に向けた取組の
推進 

●文化芸術人材の交流の
場の形成・活動機会の創
出 

●指定管理者の募集及び
選定 

●施設の長寿命化に向け
た取組の推進 

●漫画・アニメ・映像・
写真など、館の特徴を活
かした展覧会の開催 
（利用人数 
   ：201,000 人以上） 

●指定管理者による運営
の開始 

事業推進 

○大山街道ふるさ
と館管理運営事業 

●大山街道に関する歴
史・民俗資料等の展示 
（H26 利用人数 
           ：39,032 人） 

●大山街道に関する地域
の文化活動への支援や地
域団体と連携した大山街
道の魅力を発信する取組
の推進 

●大山街道に関する歴
史・民俗資料等の展示 
（利用人数 
   ：41,000 人以上） 

●大山街道に関する地域
の文化活動への支援や地
域団体と連携した大山街
道の魅力を発信する取組
の推進 

●大山街道に関する歴
史・民俗資料等の展示 
（利用人数 
   ：43,000 人以上） 

事業推進 

○市民プラザ管理
運営事業 

●文化・教養に関する教
室の開催 
（H26 全館利用人数 
          ：463,400 人） 

●プール・体育館などの
利用提供の推進 

●市民の相互の交流促進
に向けた行事等の実施 

●中期修繕計画に基づく
施設整備の実施 

●文化・教養に関する教
室の開催 
（全館利用人数 
      ：478,200 人以上） 

●プール・体育館などの
利用提供の推進 

●市民の相互の交流促進
に向けた行事等の実施 

●中期修繕計画に基づく
施設整備の実施 

●文化・教養に関する教
室の開催 
（全館利用人数 
      ：485,600 人以上） 

●プール・体育館などの
利用提供の推進 

事業推進 

東海道川崎宿の歴
史、文化を学び、後世
に伝え、地域活動・地
域交流の拠点として
「東海道かわさき宿交
流館」を運営します。 

本市の歴史、民俗、絵
画、映像等の資料や
作品を収集・展示し、
市民の観覧、学習・研
究を進めるため、博物
館と美術館の機能を
あわせ持つ複合文化
施設として「市民ミュー
ジアム」を運営します。 

大山街道の歴史・文
化を学び、文化活動を
通じて、地域の交流や
活性化を図るため、
「大山街道ふるさと館」
を運営します。 

文化・教養に関する講
座や健康増進のため
の教室等の開催、市
民相互の交流機会の
促進に向け、「市民プ
ラザ」を運営します。 



施策４-８-２ 市民の文化芸術活動の振興

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○橘樹官衙
たちばなかんが

遺跡群

保存整備・活用事業

●橘樹官衙遺跡群の国史
跡指定（H27.3）・保存活
用計画の策定に向けた検
討 

●橘樹官衙遺跡群の調
査・研究・保存事業の実
施 

●史跡めぐり等活用事業
の実施 
（H26 参加者数：100人） 

●市民との協働による環
境整備・維持管理の実施 

●古代武蔵国橘樹郡の役
所跡である橘樹郡衙跡と
郡寺である影向寺からな
る「橘樹官衙遺跡群保存
活用計画」の検討 

●橘樹官衙遺跡群の調
査・研究・保存事業の実
施 

●史跡めぐり等活用事業
の実施 
（参加者数：100人以上） 

●市民との協働による環
境整備・維持管理の実施 

●「橘樹官衙遺跡群保存
活用計画」の策定 

●「橘樹官衙遺跡群史跡
整備計画」の検討 

●保存活用計画に基づい
た保存管理、活用の実施 

●「橘樹官衙遺跡群史跡
整備計画」の策定 

○藤子・Ｆ・不二雄
ミュージアム事業 

●藤子・Ｆ・不二雄の作
品及び資料の展示 
（H26 入館者数 
         ：474,667 人） 

●藤子・Ｆ・不二雄ミュ
ージアムの魅力を国内外
へ発信する取組の推進 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した
取組の推進 

●藤子・Ｆ・不二雄の作
品及び資料の展示 
（入館者数 
      ：474,000 人以上） 

●藤子・Ｆ・不二雄ミュ
ージアムの魅力を国内外
へ発信する取組の推進 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した
取組の推進 

●開館 5 周年記念事業の
実施 

事業推進 

○岡本太郎美術館
管理運営事業 

●岡本太郎の美術作品及
び資料の展示 
（H26 入館者数 
          ：73,170 人） 

●図録・資料等の外国語
訳など国外への情報発信 

●他都市を巡回する岡本
太郎関連の展覧会など全
国に向けた情報発信 

●作品や資料のデジタル
化事業の推進 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した
取組の推進 

●美術館機能の維持・向
上のための施設の整備 

●屋外作品の維持・補修
の実施 

●岡本太郎の美術作品及
び資料の展示 
（入館者数 
       ：75,000 人以上） 

●図録・資料等の外国語
訳など国外への情報発信 

●他都市を巡回する岡本
太郎関連の展覧会など全
国に向けた情報発信 

●作品や資料のデジタル
化事業の推進 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した
取組の推進 

●美術館機能の維持・向
上のための施設の整備 

●屋外作品の維持・補修
の実施 

●岡本太郎の美術作品及
び資料の展示 
（入館者数 
       ：80,000 人以上） 

事業推進 

本市ゆかりの漫画家
藤子・Ｆ・不二雄の作
品に込められたメッセ
ージを子どもから大人
まで幅広い世代に伝
えることで、文化芸術
活動の振興と本市の
魅力を増進するため
「藤子・Ｆ・不二雄ミュ
ージアム」を運営しま
す。 

本市ゆかりの芸術家
岡本太郎の美術作品
や資料を展示すること
で、市民の美術に関す
る創造的活動を促進
し、市民の芸術の発展
と文化の進展を図るた
め、近現代美術を扱う
美術館として「岡本太
郎美術館」を運営しま
す。 

古代川崎の歴史的文
化遺産を後世まで継
承するため、市内で初
めて国史跡に指定さ
れた「橘樹官衙遺跡
群」（橘樹郡衙跡と影
向寺遺跡）の活用を図
ります。 



施策４-８-２ 市民の文化芸術活動の振興

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○日本民家園管理
運営事業 

●江戸時代の古民家の野
外展示 
（H26 利用人数 
：124,527 人） 

●伝統生活文化に関する
企画展示及び各種講座等
による教育普及事業の実
施 

●50 周年記念に向けた
取組の検討 

●観光客の積極的誘致に
向けた広報活動の実施 

●文化財建造物・民具な
どの保存・整備と調査研
究、維持・補修 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した
取組の推進 

●江戸時代の古民家の野
外展示 
（利用人数 
：125,000 人以上） 

●伝統生活文化に関する
企画展示及び各種講座等
による教育普及事業の実
施 

●50 周年記念事業の準
備 

●観光客の積極的誘致に
向けた広報活動の充実 

●文化財建造物・民具な
どの保存・整備と調査研
究、維持・補修（屋根補
修、耐震補強等） 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した 
取組の推進 

●江戸時代の古民家の野
外展示 
（利用人数 
：138,000 人以上） 

●50 周年記念事業の実
施 

事業推進 

○青少年科学館管
理運営事業 

●自然・天文・科学の 3
分野の実物・標本・模型
などの資料展示 
（H26 利用人数： 
     292,238 人） 

●自然観察教室や実験教
室など、体験を通した教
育普及の取組の推進 

●プラネタリウムを活用
した天文知識の普及啓発
の実施 

●ボランティア、市民活
動団体等の育成・支援 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した
取組の推進 

●自然・天文・科学の 3
分野の実物・標本・模型
などの資料展示 
（利用人数： 
   305,000 人以上） 

●自然観察教室や実験教
室など、体験を通した教
育普及の取組の推進 

●プラネタリウムを活用
した天文知識の普及啓発
の実施 

●ボランティア、市民活
動団体等の育成・支援 

●生田緑地における他美
術館や博物館と連携した
取組の推進 

事業推進 

○アートセンター
管理運営事業 

●小劇場や映像館を活用
した芸術文化の鑑賞会等
の開催 
（H26 利用人数 
           ：82,340 人） 

●市民の芸術文化の創造
や交流の促進に向けた各
種研修やワークショップ
等の実施 

●青少年の舞台芸術活動
への支援の取組の推進 

●アーティストの育成・
支援の取組の推進 

●新百合ヶ丘駅周辺の文
化施設等との連携による
取組の推進 

●小劇場や映像館を活用
した芸術文化の鑑賞会等
の開催 
（利用人数 
       ：83,000 人以上） 

●市民の芸術文化の創造
や交流の促進に向けた各
種研修やワークショップ
等の実施 

●青少年の舞台芸術活動
への支援の取組の推進 

●アーティストの育成・
支援の取組の推進 

●新百合ヶ丘駅周辺の文
化施設等との連携による
取組の推進 

事業推進 

芸術文化の創造・発
信・交流を促進すると
ともに、芸術文化の鑑
賞の機会を提供するこ
とで、市民の芸術文化
の発展に寄与するた
めの創造・発信拠点と
して、「アートセンター」
を運営します。 

国・県・市の指定文化
財２５件を有する日本
有数の古民家の野外
登録博物館として、そ
の貴重な文化財を適
切に保存・活用し、市
民の文化・学術・教育
の向上を図るため、
「日本民家園」を運営
します。 
また、平成２９年に開
園５０周年を迎えるこ
とから、記念事業等を
実施し、更なる魅力向
上を図ります。

天文・自然・科学の３
つの柱を中心に、市民
の科学知識の普及啓
発や科学教育の振興
のため、市唯一の自
然系登録博物館とし
て、「青少年科学館」
（かわさき宙

そら

と緑の科
学館）を運営します。 



施策４-８-３ 音楽や映像のまちづくりの推進

施策４-８-３ 音楽や映像のまちづくりの推進

直接目標

音楽や映像を活用して、都市の魅力向上や地域の活性化につなげる

主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期
間における目標値 

第２期実施計画期
間における目標値 

第３期実施計画期
間における目標値 

「音楽のまち」の環境
が充実していると感じ
る人の割合 
（市民アンケート） 

53.3%
（平成２７年度） 

55%以上
（平成２９年度） 

57%以上
（平成３３年度） 

60%以上
（平成３７年度） 

ミューザ川崎シンフォ
ニーホール主催・共催
公演の入場者率 
（市民・こども局調べ） 

72%
（平成２６年度） 

73%以上
（平成２９年度） 

74%以上
（平成３３年度） 

75%以上
（平成３７年度） 

「映像のまち」の取組
を評価できる人の割合
（市民アンケート） 

18.4%
（平成２７年度） 

20%以上
（平成２９年度） 

25%以上
（平成３３年度） 

30%以上
（平成３７年度） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○音楽のまちづく
り推進事業 

●多様な活動団体等との
協働・連携に向けた「音
楽のまち・かわさき」推
進協議会への支援 

●「かわさきジャズ」の
開催（H27入場者数 
           ：22,000 人）

●「アジア交流音楽祭」
の開催 
（H27 入場者数 
           ：80,000 人）

●シニア世代向け「プラ
チナ音楽祭」の開催 
（H27 入場者数 
            ：2,000 人）

●東京交響楽団による市
内巡回コンサートの開催 
（H26 開催回数：5回） 

●川崎市出身の坂本九の
音楽や映像を通じた魅力
発信事業の実施 

●港町歌碑「港町十三番
地」を活用した魅力発信
の取組の推進 

●オーストリア・ザルツ
ブルク市との若手演奏家
の交流促進に向けたコン
サートの開催 

●多様な活動団体等との
協働・連携に向けた「音
楽のまち・かわさき」推
進協議会への支援 

●「かわさきジャズ」の
開催（入場者数 
       ：22,000 人以上） 

●「アジア交流音楽祭」
の開催 
（入場者数 
       ：80,000 人以上）

●シニア世代向け「プラ
チナ音楽祭」の開催 
（入場者数 
        ：2,000 人以上）

●東京交響楽団による市
内巡回コンサートの開催 
（開催回数：5回以上） 

●川崎市出身の坂本九の
音楽や映像を通じた魅力
発信事業の実施 

●港町歌碑「港町十三番
地」を活用した魅力発信
の取組の推進 

●オーストリア・ザルツ
ブルク市との若手演奏家
の交流促進に向けたコン
サートの開催 

●韓国・富川市との友好
都市提携 20 周年を記念
した音楽等による文化交
流事業の実施 

●クロアチア・リエカ市
との姉妹都市提携 40 周
年を記念した音楽等によ
る文化交流事業の実施 

事業推進 

多様な活動団体等と
協働・連携しながら、
幅広い世代が身近に
音楽を楽しめる環境づ
くりを進めることで、ま
ちに音楽があふれ、市
民の豊かな心を育み、
活力ある地域社会づく
りを進めます。 



施策４-８-３ 音楽や映像のまちづくりの推進

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○川崎シンフォニ
ーホール管理運営
事業 

●音楽ホールを活用した
クラシックオーケストラ
等による音楽の鑑賞機会
の提供 
（H26 主催・共催公演来
場者数：90,920 人） 

●子どもから大人までが
気軽に音楽に興味を持て
るコンサートの開催

●本市のイメージアップ
に向けたミューザ川崎シ
ンフォニーホールの国内
外への魅力の発信 

●中長期的な修繕計画の
推進 

・大規模修繕の内容や
時期の検討 

●音楽ホールを活用した
クラシックオーケストラ
等による音楽の鑑賞機会
の提供 
（主催・共催公演来場者
数：100,000 人以上） 

●子どもから大人までが
気軽に音楽に興味を持て
るコンサートの開催 

●本市のイメージアップ
に向けたミューザ川崎シ
ンフォニーホールの国内
外への魅力の発信 

●中長期的な修繕計画の
推進 

・ホール設備等の大規
模修繕の内容検討 

●中長期的な修繕計画の
推進 

・ホール設備等の大規
模修繕の内容検討・工
事設計 

●中長期的な修繕計画の
推進 

・ホール設備等の大規
模修繕の実施 

○映像のまち・かわ
さき推進事業 

●多様な映像関係主体に
より構成される「映像の
まち・かわさき」推進フ
ォーラムの活動支援 

●毎日映画コンクール表
彰式の本市開催の支援 

●「ＫＡＷＡＳＡＫＩ し 
んゆり映画祭」の開催 
（H26 入場者数 
            ：2,331 人）

●教育機関との連携によ
る映像制作活動等を通し
た映像教育の普及の推進 

●地域における映像制作
活動等への支援 

●本市のイメージアップ
に向けたドラマや映画な
どの映像作品のロケ誘致
活動の推進 
（H26 市の施設における 
   ロケ件数：170件）

●ロケ地情報のホームペ
ージによる発信、ＰＲパ
ネル展の開催及び情報誌
の発行 

●地域映像アーカイブ化
に向けた検討 

●多様な映像関係主体に
より構成される「映像の
まち・かわさき」推進フ
ォーラムの活動支援 

●毎日映画コンクール表
彰式の本市開催の支援 

●「ＫＡＷＡＳＡＫＩ し
んゆり映画祭」の開催 
（入場者数 
        ：2,400 人以上）

●教育機関との連携によ
る映像制作活動等を通し
た映像教育の普及の推進 

●地域における映像制作
活動等への支援 

●本市のイメージアップ
に向けたドラマや映画な
どの映像作品のロケ誘致
活動の推進 
（市の施設における 
  ロケ件数：170件以上）

●ロケ地情報のホームペ
ージによる発信やＰＲパ
ネル展の開催及び情報誌
の発行 

●地域映像アーカイブ化
に向けた取組の推進 

●「ＫＡＷＡＳＡＫＩ し
んゆり映画祭」の開催 
（入場者数 
        ：2,500 人以上）

事業推進 

世界的な音楽家の指
揮や演奏など市民に
良質な音楽の鑑賞の
機会を提供すること
で、市民の音楽活動
の振興を図るため、
「音楽のまち・かわさ
き」の中核施設として
「ミューザ川崎シンフォ
ニーホール」を運営し
ます。 

多様な映像関係主体
で構成する「映像のま
ち・かわさき」推進フォ
ーラムを中心として、
市内の豊富な映像資
源による活動を促進
するとともに、市内の
さまざまな魅力あるス
ポットを映像関連のロ
ケ地として活用するな
ど、市民が映像に親し
む機会の創出とまち
の魅力の発信をするこ
とで、本市の魅力を高
め、映像文化の振興
を図ります。 


